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本研究の目的

「公立小学校の英語活動の経験が中学校英語
学習にどのような影響を及ぼすかを調べること
を通して、小中の英語教育の円滑な接続への
示唆を得ること」

「第1回中学校英語に関する基本調査[生徒調査]」
(Benesse 教育研究開発センター、2009年7月速報発
表) で得られたデータを、再分析した結果を報告する。



本研究の特徴

1. 公立小学校における英語活動の経験者と、公立小学校で
も学校外でも英語学習の経験のない者との比較
公立小学校における英語活動の経験の有無に焦点を

あてるため、学校の授業以外での英語学習をしていた
者は分析から除いた。

 「外国語活動」の必修化に伴い、後者のような未経験
者はこれから原則的に存在しなくなる。

2. 中学校2年時末の調査
一時点での調査。経時的・長期的な調査ではない。
中学に入学し、2年近く経過しているため、一時的な効

果をみているのではない。



「中学校英語に関する基本調査」 調査概要

生徒調査

・対象 中学２年生 2,967名（全国の公立中学校33校）

・時期 2009年１～２月
・方法 学校通しによる質問紙調査
・調査内容 小学校以前の英語学習、中学校での英語学習の様子、 家庭学習、外国や英語との関わり、

学習動機など。

一部（３校）対象校は、
GTECも同時実施。

教員調査

・対象 全国の公立中学校英語教員 3,643名
・時期 2008年７～８月
・方法 郵送法による質問紙調査
・調査内容 指導実態、指導に関する教員の認識、小学校英語との関わりなど。

国私立中学の教員
調査も同時実施。

「生徒調査」と「教員調査」の２つの調査から、学ぶ側
と教える側の両面から中学校英語について捉える。
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②中学校における英語学習 英語の好き嫌い、苦手意識、授業・宿題の取り組み
方、英語の授業の理解度、つまずきなど

①中学校以前の学習
小学校での英語活動(学年、内容、頻度など）
中学校入学前の英語学習について、など

③学校外での英語学習 学校外での英語学習の有無、内容、
自宅での英語学習時間・内容など

④英語や外国に対する意識 英語の学習動機、異文化への関心、
英語に触れる機会、英語についての将来の意識、など

中学生の英語学習に関する実態・意識

生
徒
調
査

生徒調査 調査内容



小学生の時やそれ以前の英語学習の経験

あった なかった 無回答・不明

Q : 小学生の時、学校で英語の授業や活動はありましたか。

●小学校英語の経験の有無
９割以上の生徒が小学校英語を経験

●小学校英語の頻度

Q : 小学校での英語の授業や活動はどれくらいありましたか。

●小学校英語の開始学年

＊小学校英語の経験の有無について「あった」と回答した2,713名のみを対象。

＊小学校英語の経験の有無について「あった」と
回答した2,713名のみを対象。

＊「無回答・不明」は省略。

Q : 何年生のときからありましたか。

・本調査の回答者は小５，６年生だったのは2005年、2006年度。
・頻度などはまだバラつきが多い。

週に１回くらい 月に２～３回くらい 月に１回くらい
年に２～３回くらい

わからない
無回答・

不明

ｎ=2,967



中学入学前の学校外の英語学習経験

●中学入学前の学校外での英語学習経験の有無
Q : 中学校に入学する前（小学生の時やそれ以前）に、学校の授業以外で英語や英会話の勉強をしていましたか。

していた していなかった 無回答・不明

（n=2,967)

全体

中学入学前の英語学習経験

経験あり群(n=1,579）
33校

経験なし群（n=174)
27校

（n=2,967）



本日の発表ポイント①

小学校における英語活動の経験は

・情意面に肯定的な影響を及ぼしている。

授業の理解度、英語の学習動機、好きな活動



本日の発表ポイント②

小学校における英語活動の経験は

・学習に直接関わることには顕著な影響を及ぼ
していない。

英語の得意・不得意、英語の成績、つまずきの要因



調査結果（抜粋）



分析方法

•順位尺度を間隔尺度としてみなして、2群（経験あり
群・経験なし群）の平均に差があるかどうかを検討する
ために、t 検定を実施した。

•2群の間で、回答の分布に違いがみられるか、とい
う検定ではない。
•未記入者は、検定ごとに除いた。

•30回の t 検定。第一種の過誤を避けるために、ボン
フェローニ法による有意水準の調整を行った。

•α = .00167 (5% ÷ 30 = 0.167%)

•一方で、第二種の過誤の危険性は否定できない。
•したがって、有意な差が見られなかったときに、同
等である、という解釈にはならないので、注意が必
要である。



（１）英語の授業の理解度

Q : 学校の英語の授業をどれくらい理解していますか。
ほとんどわかっていない（５）

70％くらいわかっている（２）

無回答・不明

経験あり群

経験なし群

【平均】 【標準偏差】

2.975 1.130

3.362 1.168

＜

ほとんどわかっている（１）

30％くらいわかっている（４）

半分くらいわかっている（３）

（n=1,574）

（n=174）



（２）英語の得意・苦手

Q : 英語が得意ですか、苦手ですか。

苦手 61.8％

経験あり群

経験なし群

【平均】 【標準偏差】

3.006 0.896

3.215 0.841

≒
とても得意（１） やや得意（２） やや苦手（３） とても苦手（４）

無回答・不明

苦手 70.2％

苦手 77.0％

（n=1,575）

（n=172）



（３）現在の英語の成績

Q : 現在の英語の成績は、クラスの中でどれくらいですか。

経験あり群

経験なし群

【平均】 【標準偏差】

2.542 1.243

2.329 1.230

≒
下の方（１） 真ん中より下（２） 真ん中くらい（３） 真ん中より上（４） 上の方（５）

無回答・不明

（n=1,560）

（n=170）

t (1,728) = 2.123, p = .033860



（４）英語のつまずき

Q : 英語の学習に関わることについて、次のようなことはどれくらいあてはまりますか。 経験あり群
（n=1,579）

経験なし群
（n=174）

全体
（n=2,967）



（４）英語学習の動機づけ①

Q : 英語を勉強しているのは、どうしてですか。 （n=2,967） 「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％



（４）英語学習の動機づけ②

Q : 英語を勉強しているのは、どうしてですか。
とてもあてはまる（１）

【平均】 【標準偏差】

経験あり群

経験なし群

2.883 0.888

3.118 0.883
＜

英語が好
きだから

まああてはまる（２） あまりあてはまらない（３）

まったくあてはまらない（３）

無回答
・不明

経験あり群

経験なし群

1.967 0.939

2.351 1.087

＜

英語のテスト
でいい点を取
りたいから

経験あり群

経験なし群

2.664 0.949

2.965 0.883

＜

英語を勉強
すると視野が
広がるから

（n=1,569）

（n=170）

（n=1,567）

（n=171）

（n=1,567）

（n=170）



（５）英語の好きな活動①

Q : 次のようなことは好きですか。 （n=2,967）

「とても好き」＋「まあ好き」の％



（５）英語の好きな活動②

Q : 次のようなことは好きですか。 （n=2,967）

経験あり群

経験なし群

2.699 0.861

2.988 0.843

＜
【平均】 【標準偏差】

とても好き（１）

まあ好き（２） あまり好きでない（３）

まったく好きでない（４）

無回答
・不明

経験あり群

経験なし群

2.689 0.834

2.911 0.825

＜

英語で話すこと

英語で聞くこと

（n=1,569）

（n=170）

（n=1,567）

（n=168）

英語で話すこと t (209.103) = -4.240, p = .00003



（５）英語の好きな活動②

Q : 次のようなことは好きですか。 （n=2,967）

経験あり群
（n=1,568）

経験なし群
（n=168）

2.906 0.857

3.262 0.703

＜
【平均】 【標準偏差】

とても好き（１）

まあ好き（２） あまり好きでない（３）

まったく好きでない（４）

無回答
・不明

経験あり群
（n=1,568）

経験なし群
（n=169）

2.705 0.907

2.893 0.873

≒

英語で文章や本を読むこと

英語で書くこと



考察

結果のまとめ

・公立小学校における英語活動の経験

(1) 情意面（授業の理解度、英語の学習動機、好きな
活動）に肯定的な影響を及ぼしていること

(2) 学習に直接関わること（英語の得意・不得意、英語
の成績、つまづきの要因）には顕著な影響を及ぼして
いないこと

＊英語の授業の理解度「あなたは、学校の英語の授業をどれくら
い理解していますか」という perceived comprehension を聞いて
いる。実際に理解しているかどうか、ではなく、生徒が理解して
いると感じているかどうか、に関する項目である。



考察

・「現在の授業の理解度」への影響

解釈1

・経験なし群よりも、英語を聞くこと、英語を話すこと、英語を読む
ことに抵抗がない。

・聞くこと・話すことに焦点が置かれている授業（かも）

 積極的な授業への取り組み

授業の理解度の高さ

 (あるいは、理解しているという認知の高さ）



考察

・「現在の授業の理解度」への影響

解釈2

・経験あり群は、高い内発的動機づけ、英語学習の価値の認識、
具体的な目標の設定に特徴がある。

英語の学習行為

 授業の理解度の高さ



考察

・英語学習に直接関わることへの顕著な影響の無さ

解釈1

・有意水準を低く設定したために、有意な差が見られなかった。
（第二種の過誤）

効果量の検討。

・Cohen’s d (Cohen, 1988)

・比較したい2つの平均値の差の絶対値を、全体の標準偏差で割った値。

得意・苦手 d = .24

成績 d = .17

・小さい効果量 .20、中程度の効果量 .50、大きい効果量 .80



考察

・英語学習に直接関わることへの顕著な影響の無さ

解釈2

・小学校における英語活動

・「国際理解教育の一環」として行われている。

・体験重視

・英語力の向上を目的としていない

 中学校における成績にあまり顕著な影響を及ぼしていない。



質疑応答
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